
横浜国立大学 男女共同参画推進センター

〒240-8501神奈川県横浜市保土ケ谷区常盤台79-4 経営学部1号館8階(N3-4)

　2019 年４月に理事・副学長となり、男女共同
参画推進センター長に就任した根上生也です。当
センターは文字通り、男性と女性がともに社会に
参画して活躍することを支援するために設置され
たセンターです。
　当センターの事業は大別すると２つあります。
１つめは、出産など女性固有のライフイベントに
配慮して快適な就業環境を整備し、まさに今活躍
されている本学の教職員を支援すること。２つめ
は、若い世代の人たちを啓発して、男女の垣根なく
参画できる未来を創造し、本学におけるダイバー
シティを確保することです。
　もともと「ダイバーシティ」とは生物多様性を意
味する生態学の言葉だと聞いています。様々な種
がいることで環境の変化に強い生態系が形成さ
れる。それと同じように、男女を問わず、みなさん
の個性が活かされてこそ私たちの社会は強くなる
のだと思います。そういう強い横浜国立大学を目
指してセンターのメンバーとともに力を合わせて
いきます。

男女共同参画推進センター長
理事（教育・広報担当）・副学長

根 上   生 也

E-Mail sankaku@ynu.ac.jpTel ・Fax 045-339-3234（内線3234）

●男女共同参画に係る一般的な施策
の実施・調整
●各部局、外部機関、県内自治体等と
の連携
●男女共同参画に係る情報収集・広報
活動

●研究支援員制度の運用
●みはるかす研究員制度の運用
●サポーターバンクの運営・管理
●女性研究者への個別相談対応
●講演会、各種セミナー等の企画・実施

男女共同参画推進センター

運営委員会

男女共同参画部門女性研究者研究支援部門

センター長ごあいさつ

センター長、副センター長
男女共同参画部門（各学部・大学院選出教員、事務職員等）
女性研究者支援部門 女性研究者支援コーディネーター

研究支援員 / みはるかす研究員（ ）
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●横浜市営地下鉄「三ツ沢上町」駅下車徒歩約20分弱
●「岡沢町」バス停下車徒歩約５分 またはキャンパス内各バス停下車
　横浜駅西口10番乗り場「浜５系統 交通裁判所循環」バス、
　　　　　　　　　　　 「浜10系統 横浜国立大学経由横浜西口」バス
　同11番乗り場「202系統 循環外回り」バス
　同14番乗り場「201系統 循環内回り」バス
　同14番乗り場「  01系統 中山駅行き」バス
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横浜国立大学

男女共同参画推進センター



備品

　一時休憩（女性優先）や子ども同伴時などに
利用できます。

サポートルーム

●男女共同参画の意識啓発のため学内管理職
向け講演会
●教職員向けセミナー
●学生向けセミナー
●市民向け公開講座
●オープンキャンパス時の女子高校生向けセミナー

役員と女性研究者との意見交換会

講演会・セミナー等

情報提供 各種相談

啓発活動教育・研究支援 育児・介護支援

ソファベッド（毛布、シーツ、枕装備）２台
机、センター執務室の冷蔵庫、電子レンジ、食器類
の利用が可能です。

　センターには、ライフイベント期の相談が
できるコーディネーターがいます。また、内容
によっては適切な相談先をご紹介することが
あります。

コーディネーター

●研究とライフイベントの両立　●出産前後の対応
●代替非常勤の派遣　●サポートルームの紹介
●研究支援員制度の案内
●キャンパス内の整備（夜間照明、トイレ等）

相談事例

など

http://www.sankaku.ynu.ac.jp/

　センターの行うイベント、募集
など男女共同参画についての
各種取組みに関する最新情報
は、こちらからご確認ください。
申込、申請に関する書類も
ダウンロードできます。

さんかくセンターウェブサイト

　年４回発行し、学内外の男女共同参画
推進の事業や情報を発信しています。

さんかくニュース

●体調が優れない時の休憩
●授乳期の搾乳
●子ども同伴で来校した時の打ち合わせ等

サポートルーム利用事例

　妊娠、育児、介護などの理由により、研究時間
を確保できない女性研究者（配偶者がフルタイム
勤務者等である男性研究者を含む）を支援するた
め、大学院生などを研究支援員として雇用し、配
置する制度です。 研究支援員は、研究者の補助業
務をしながら研究に必要な技能や知識を習得し、
自身のスキルアップにつなげています。

　育児や介護などにより研究中断をしたものの、
研究再開を望む女性研究者が次のステップへ進
めるよう研究の機会と場所を提供・支援する制
度です。博士号を持ち、本学に受け入れ教員がい
る方が応募対象です。女性研究者が将来を見据え
て進んでもらいたいという願いを込め、本学の学
生歌「みはるかす」から命名しました。

研究支援員制度

みはるかす研究員

　男女共同参画の意義や自身のライフプランを考
えるための講義「ライフキャリアを考える」を開講
しています。ライフキャリア（仕事と仕事以外の生
活を含む生涯にわたるキャリア）について多面的に
学び、皆で話し合います。

教養教育科目の開講

コーディネーター （内線 3234）
sankaku.soudan@ynu.ac.jp

ランチミーティング形式で開催




